
平成１９年度災害救援ボランティア講演会・シンポジウム

　阪神・淡路大震災では隣近所のつながりが強かったところほど、
住民の手によって救出された人の数が多く、復興に向けての立ち
上がりも早かったことが知られています。　災害が起きたとき、助
けを必要とするのはあなた自身かもしれません。　同じ地域に住
む人たちはかけがえのない仲間です。防災活動も向こう三軒両隣
で声を掛け合い、助け合うことが重要なのです。

「助け合いが地域を守る」

徳島県立防災センター
〒771-0204
板野郡北島町鯛浜字大西165
TEL　  （０８８）６８３－２１００
FAX　  （０８８）６８３－２００２
E-mail
 　bousaice@mail.pref.tokushima.lg.jp

お申し込み・お問い合わせ

日　　時

午後１３：００～１６：３０

徳島県立防災センター
板野郡北島町　（フジグラン北島　西隣）
（駐車台数に限りがありますので、お車でお越しの方は、

 乗り合わせまたは、公共交通機関をご利用下さい）

平成20年３月１６日（日）

会　　場

１５０名　（定員になり次第締め切り）

無料

参加ご希望の方は、はがき、電話、ファクシミリ、電子
メールにより、３月１４日（金）までにお申し込みくださ
い。

定　　　員

参 加 費

申込方法

日　　程 12:00～13:00　受付
13:00～13:15　開会
13:15～14:45　講演

　　　　　　　　　　  「地域での防災活動」
　　　　　　　　 ～助けられたり助けたり～
　　　　　　　　　　   講師　防災システム研究所　所長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山村　武彦　氏
14:45～15:00　休憩
15:00～16:30　シンポジウム
　　　　　　　　　　「助け合いが地域を守る」
                  ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
　　　　　　　　　　 防災ｼｽﾃﾑ研究所 所長  山村武彦  氏
　　　　　　　　　　ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ
　　　　　　　　　　 海陽町社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　事務局次長　影石公昭　氏
　　　　　　　　　　 特別養護老人ホーム吉野川荘
　　　　　　　　　　　　　　　　施設長　阿部悦子　氏
　　　　　　　　　　 徳島県自主防災組織連絡会
　　　　　　　　　　　　　　　　会長　松下恭司　氏
　　　　　　　　　　 日本防災士会徳島県支部
　　　　　　　　　　　　　　　　事務長　金山利勝　氏

http://our.pref.tokushima.jp/bousai/
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主な著書

☆

☆

☆

☆

☆

主な役職（歴任含む）

☆ 防災システム研究所所長

☆ 消防庁防災訓練活性化研究会委員

☆ 研究開発型企業連絡会議議長

☆ 防災対策評価委員会幹事

☆ 関東学院大学非常勤講師など

主な防災・危機管理アドバイス先（敬称略）

☆

☆

☆

主なマスコミ

阪神・淡路大震災発生２時間後に現地入りし救助・調査活動を実施

「大地震！その時どうなる、どうする」五月書房・など多数

1964
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新潟地震のボランティア活動を契機に防災アドバイザーを志す

新潟県中越地震、スマトラ沖地震津波調査

ＮＨＫ教育ＴＶ・まる得マガジン講師
ジャワ島南部地震現地調査

中略

「大震災発生！公的支援がくるまで200時間生き延びる知恵」小学館

ＮＨＫまる得マガジン「わが家の防災対策」ＤＶＤ

「本当に使える企業防災・危機管理マニュアルのつくり方」きんざい

能登半島地震現地調査　中越沖地震現地調査
ペルー地震現地調査

ニューヨークタイムス、タイム、ル・モンド、ＢＢＣＴＶ等

電源開発㈱☆テグサジャパン㈱☆ニュースキンジャパン㈱☆コクヨＳ＆Ｔ㈱☆ＴＨＫ㈱など

「人は皆、自分だけは死なないと思っている」宝島社

ためしてガッテン、ニュースステーション、ニュース２３等多数

ＢＣＰ、防災マニュアル策定・監修、講演、取材、執筆相談はメールで

イオン㈱　☆朝日新聞社☆東京都　☆（独）京都大学　☆住友重機械工業㈱

山村武彦（Yamamura Takehiko）プロフィール

--------参加申込み書-----FAX　０８８－６８３－２００２---------

現場主義を掲げ、災害、テロ、事故などの現地調査は１２０箇所以上。その知見を活かし、防災・危機管理講演は全国で
１０００回を超える。

大手企業の防災顧問や危機管理マニュアル、災害発生時の事業継続計画（BCP）策定に参画。実践的防災・危機管理
の第一人者といわれている。

安全は与えられるものではなく、自ら努力して勝ち取るもの

防災とは、大切をなものを、最後まで守り抜くこと

防災とは、被害者・加害者・傍観者にならないためのモラル

ハリケーンカトリーナ現地調査

福岡県西方沖地震　福知山線脱線事故
パキスタン北部地震現地調査

科学技術功績者として科学技術庁長官賞受賞

住所・電話番号団体名氏名（ふりがな）


